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要 旨

平成 6 年 か ら爵 を 中心 と し た青銅器調査を
, 京都大学文学部博物館 ( 京郡市) , 黒 川 古文化研究所

( 西 宮市)
, 泉屋 博吉館 (京都市二) , 久保惣記念美術館 ( 和泉市)

,
東京 国 立 博物館 ( 台東区)

,
東京大学

文学部考古学陳 列室 ( 文京区) な どで 行 っ た ｡ 爵 の 他
,
茸

,
角

,
弧 な ど黄河流 域 に お け る 初期青銅器

約5 0 点 に つ い て
,

合花痕跡周辺 を調査観察 し た
｡

本稿 は こ の う ち
,

爵 の 柱
, 塗,

器 身,
脚 の 調 査報告 を中 心 と し

, 併せ て 今 だ に そ の 詳 細 が 解明 さ れ

て い な い
,

具 体 的 な爵 の 鋳 型 分割方法 を考察す る も の で あ る
｡

キ
- ワ ー

ド

鋳造技法 , 乳 鋳 バ リ
, 鋳型分割方法

1 緒 言

中国古代青銅器 の 鋳造技法 の 中 で も , 全文 に 関す る 調査研究を平成 4 年か ら始め
,

動物性脂
専 1

肪な どを中間的 に 用 い た パ ー ツ 型を埋 め込ん だ方法 に よ る可能性が 高 い と い う調査結果を得た｡

そ の 後
,

平成 7 年 3 月 に 久保惣記念美術館 で触の 圏足内を調査 し
, それまで の 調査 で は得られ

なか っ た
,

中子表面 に薄 い 粘土 板を貼り つ け
, それを切り取 っ て 全文 の 反転凸形を作 っ た よう

な
,

全文周辺 の 直線的な凸線を複数本発見した ｡ こ れ は
,

そ れまで 我 々 が考え て い た方法とは

異なる全文鋳造法 の 存在を示唆 し
,

全文 に 関する継続的調査 の 必要性を感 じた ｡

平成6 年か ら青銅器本体の 鋳造技法 の調査を開始 し
,

主 に青銅器 に 痕跡する合箔跡を収集 し

考察する方法をと っ た ｡ 中国古代青銅器 の 中で も
,

商
, 周代 の青銅器 は

,
(1)全文の 鋳造方法

,

(2 )鋳型分割方法 ,
(3) 紋様鋳型 の 製作方法 ,

の 三 問題点が解明の 幹をな し
,
周辺 に

,
(4) 内苑 ( 中

千) の 製作方法 ( 器身部と圏足 部の 分離方法) , (5)型持ち の 固定方法
,
(6)鋳造 法案 ( 鋳込 み 角

皮) ,
(7)鋳型焼成方法な どの 点が枝葉と し て ある ｡ また こ れら とは異なる 問題と し て 青 銅器 の

真偽問題 がある ｡ 贋作 の 量を深刻 に考える青銅器研究者と
,

そうで な い 研究者があり , 精巧な
# 2

贋作を見極める定説は現在 の と こ ろ 確立 し て い な い
｡ ひ と つ の 青銅器 の 中で も, 後世 に鋳造し

た パ ー

ツを部分的 に接合した
,

い わゆる部分贋物もあり, 鋳造才支法の 研究 に と っ て 関わりの 深

い 問題 で ある ｡

産 業 工 芸 学科
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中国 で 出土する花や模な どか ら
,

外苑分割法 ･ 削り中子法 で鋳造され た可能性は極め て 高く,

こ の調査はその 箔 ( 鋳型) と箔を組 み 合わせ た 時に生 じる
,

わずかな隙間に流れ込ん だ鋳 バ リ

を拾 い 集める作業 で ある ｡ は っ きりと鋳 バ リが残るもの ばかりで はなく
,

砥石 で研磨 した
一 見

平滑な面 に も
, 氾の ズ レ で 生 じるわずか な段差を注意深く発見す る調査 で あ っ た ｡

2 調査報告

調査 した爵のうちから1 3 点 に絞り
,

表 1 に爵名等 一 覧を記 した ｡ 表 2 に は具体的な調査結果

を記 した ｡ 写真は
-

箇所 に まとめ
,

可能な限り載せ た ｡ 関連の ある文末等 に その 写真番号を記

した ｡

表 1 . 報告一覧

N o .

器 名

( 収蔵 . 列品番号)

製 作

時 代
寸法等 ( c r n) 全文 ( 位置) 収 蔵

1 細線誓賛文平底爵 商前期 高1 2 .3 錆厚く不明 黒川古文化研究所

2 聾資文爵 ( 鋼1 6) 商後期 高1 8 _ 3 有 ( 窒下) .ケ

3 平底爵 商中期
高2 2 . 7 径7 .8

重73 0 g

輿 泉屋博古館

4 亜丙爵 商晩期
高19 . 5 径6 . 8

重5 6 0 g

有 ( 望下) Jrr/

5 甲虫爵 有 ( 望下) ′
′

6 朝一爵 有 ( 望下) ′′

7 爵 ( 費7 5) 有 ( 望下) //

8 爵 ( 葬2 5 7) 輿 //

9 雷文平底爵 商
高16 .3 重2 4 2 g

流尾間1 3 .6
無 東京国立博物館

10
聾肇文爵

( T J 5 5 1 6)
商後期

高2 1 .0 重8 5 2 g

流尾問1 7 .7
有 ( 望下)

′
′

l l
輩資文爵

( T J 5 5 5 2)
商前期

高1 6 . 5

滝尾間1 4 . 3
無

′.

1 2 爵 有 ( 尾器内面) 〟

1 3 平底爵 商 霊諾孟1 4 .2 l 無
東京大学文学部

考古学陳列室

注) 収蔵 ･ 列品番号
.
製作時 化 寸 法等 は

.
各機 関発行 の 収蔵品 目 鼠 図鐘等 に掲載 さ れ た もの を記 し た

o 空 白部は 不 明
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泉屋博古館蔵 の 爵 ( 葬83) は
,

器身を上部 1 個 , 下 部を縦 に 分割 した 2 個の 合計 3 パ ー

ツ で
,

つ なぎ合わせ て 作 っ て あり
,

器内 に接合線が観察 で きた o 表面 に は薄 い 板状の 模様を貼り つ け

て あり
,

調査 目的を考慮し て
一

覧か ら外 した ｡ 同 じく泉屋博古館 の 爵 ( 奔25 7) と 亜丙爵 は
,

一

部を樹脂 の ようなも の で 補修した跡があるが
, 鋳造技法の 調査 に は影響が無 い と判断し

一

覧
1 , ち

に加えた . ( 前者は尾の縁 に小さな補修部が あり
,

後者 に は 2 本の 脚と望寄り の 桂
一

本を含 む

口縁 取 更に尾 の 下 方の腹部と に広域な補修部があ っ た ｡) こ の 他, 調査資料の 不足 な ど に よ

り結果と し て1 3 点の 爵の調査報告 とな っ た ｡

2 - 1 ) 柱
,

傘 に つ い て

(丑 ( 柱の 断面形)
♯3

図 1 に 示すように 柱の 位置と断面形を Ⅰ - 1
,

Ⅰ - 2
,

Ⅰ -- 3 の 3 型式 に分類 した ｡ N o
.
4

,

亜丙爵は前記 の 通り1

_
jg 寄りの 柱 ･ 傘が後補 で ある の で

, 望奥の 柱 ･ 傘の み に 閲 した報告 で ある

( 以下 同 じ) ｡ N o,
1 3 平低爵は塩よりの柱が欠損 し て い るため残り の 1 一 本 に つ い て 記 した ｡

(参 ( 傘の 形)

図 2 に示すよう に Ⅱ - 1
,

Ⅲ - 2
,

Ⅲ - 3
,

[ - 4
,

Ⅲ - 5 の 5 型式 に分類した ｡

Ⅰ - 1 型 Ⅰ - 2 型

図1 柱 の 断面形 と位置

∈∋ ∈議 〔≡諺 (
Ⅱ

- 1 型 Ⅱ - 2 型 Ⅱ - 3 型 Ⅰ【
- 4 型

図 2 傘 の形 Ⅱ
-

1 : 明確 な意 図 を持 た な い 形

Ⅱ- 4 : 無紋の 菌 形

Ⅰ - 3 型

Ⅱ - 5 型

Ⅲ -

2 : 三 ケ 月形 Ⅱ
-

3 : 直方体

Ⅱ- 5 : 凹 線紋 を持 つ 菌形
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表 2 - 1 調査結果

三 船 温 尚 ･ 清 水 克 朗

N o
.

器 名

( 収蔵 . 列品番号)

柱 . 傘に つ い て 望 に つ い て

柱 傘 有 傘 合 口 塗 有 望 塗 塗
の の 無 下 苑 縁 の 無 下 側 の

断 形 面
痕 曲 断 矩 面 犠

面 の
の 面
同 .

-

柱
曲 の

面 外

性 側
の 曲
有 面

p j 旺 .

傘
下

面 彪 の 首

形 鋳
ノヾ

リ

段

差

等
の

形 の

鋳
ノヾ

リ

段
差

等
の

面
悼
の

有
無

の

有
無

1 細線聾資文平底爵 Ⅰ - 1 Ⅲ - 1 不明 不明 望無し

2 饗資文爵 ( 銅1 6) I - 3 Ⅲ - 5
有

( 鋳 バ リ)
有 未確認

有

( 段差)
有 有

3 平底爵 Ⅰ - 1 I - 2 無 ( 有) III - 1
有

( 段差)
有 無

4 壷丙爵 Ⅰ - 3 Ⅲ - 5
有

(鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 2

一

部 に

有(段差)
有 有

5 甲虫爵 Ⅰ - 3 Ⅲ - 5
有

( 段 差)
有 Ⅲ - 4

一

部 に

有傭バリ)
有 有

6 冊 爵 Ⅰ - 3 I - 5
有

(琵芸
リ
)

有 Ⅲ - 4
確定 で

きな い
有 有

7 爵 ( 葬7 5 ) Ⅰ - 3 Ⅲ - 5
有

( 鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 3

確定 で

きな い
有 有

8 爵 ( 葬2 5 7) Ⅰ - 2 Ⅲ - 5
有

( 鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 1

有

( 鋳 バ リ)
有 輿

9 雷文平底爵 【一■l Ⅲ - 3
確定 で

きな い
Ⅲ - 1

有

( 鋳 バ リ)
有 無

1 0
輩餐文爵

( T J 5 5 1 6)
Ⅰ - 3 Ⅲ - 3

有

( 鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 4

確定 で

きな い
有 有

l l
聾繁文爵

( T J 5 5 5 2)
【一■】 Ⅲ - 4

有

(鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 1

有

( 鋳 バ リ)
有 無

1 2 爵 Ⅰ - 3 Ⅱ - 5
有

(鋳 バ リ)
有 Ⅲ - 4

確定 で

きな い
有 有

13 平底爵 【Ⅰ■】 Ⅲ - 2 無 ( 有) Ⅲ - 1
有

( 鋳 バ リ)
宿 無
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表 2 - 2 調査結果

10 1

N o.

器
身
の

撃
m]

の

形

器
底
の

形

器胴部 の 合箔跡
器
胴
と

器
底
の

境
目

の

角
/

{
＼

カ

ド
E ヨ

器底面 に つ い て 脚 に つ い て

読

の

~
F

尾

の

下

.∠ゝ
｢ ー

l l-1

; a

跡

型
拷
ち

l;i:l

ス

ペ

I

サ

I
l己ヨl

断
面
の

形

脚
外
側
面
上

の

合
---+ I-
; Li

跡

脚
内
側
面
の

高
形
の

凹

港

1 Ⅳ - 1 V - 1 不明 不明 ㊨ ( 有) 不明 不明 ( 有) ( 無)

2 Ⅳ - 3 V - 3 未確認 未確認 未確認 不明 不明 未確認 不明 有

3 Ⅳ - 1 V - 1 有 有 ㊨ 有 有 Ⅵ - 1 右 無

4 Ⅳ - 3 V - 3 有 有 有
.

不明 無 Ⅵ - 2 不明 無

5 Ⅳ - 3 V - 3 有 有 有 不明
確定 で

きな い
Ⅵ - 2 不明 輿

6 Ⅳ - 3 V - 3 有 有 有 不明 撫 Ⅵ - 2 不明 有

7 Ⅳ - 3 V - 3
確定 で

き な い

確定 で

きな い

認め ら

れ な い
不明

確定 で

きな い
Ⅵ - 4 不明 有

8 Ⅳ - 2 V - 3 有 有 有 無 -軽 Ⅵ - 3 不明 *

9 Ⅳ - 1 V - 1 有 有 ㊨ 有 無 Ⅵ - 1 有 無

1 0 Ⅳ - 3 V - 3
確定 で

きな い

確定 で

きな い
有

確定 で

きな い
軽 Ⅵ - 4 不明 無

EE IV - 2 V - 2 有 有 有 不明 有 Ⅵ - 1 有 無

1 2 Ⅳ - 3 V - 3 有 有 有 不明 軽 Ⅵ - 2 不明 無

1 3 Ⅳ - 1 V - 1 有 有 ㊨ 有 ( 杏) Ⅵ - 1 有 無
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③ ( 傘下 面の鋳 バ リ ･ 段差等 の 有無)

図3 に 示すように 傘の 下面の 合花跡 の 存在を有無 で記 し
,

カ ツ コ 内に合箔痕跡 の 種類を ( 鋳

バ リ) , ( 段差) で記 した ｡ ( 写真 5 . 2 9) ｡

④ ( 口緑曲面 ･ 柱の 外側曲面 ･ 傘下合氾痕 の 同 一 曲面性 の 有無)

図 4 に 示すよう に
, 爵をT か ら見上 げた時, 爵の 口 緑 曲面④と柱の 外側曲面⑧と傘下 合花痕

⑥全て が同 じひと つ の 曲面上 に有る か否かを記 した ｡ 図 4 は ( 柱 の 断面形) の Ⅰ - 3 型 で示 し

たが ( 写真 5 ) ,
Ⅰ - 1 型は

,
図 4 に お ける凸曲面④, ㊨, ⑥が Ⅴ形の へ こ んだ凹面に なり,

Ⅰ - 2 型は④と⑥が Ⅴ形で
, ⑧が V の 一

辺 に なる ( 写真2 9 ) ｡ しか し
,

い ずれもⅤ形は Ⅴ形 な

りに同 一 面上 に④,
⑧, ⑥が存在 し

,
同 -

･ 曲面性が有 る ｡ N o . 3
,

お よ びN o .1 3 の 平底爵は図 5 の

僻撤図 で 見る よう に
,

傘の 形の 一

辺 が 口緑か ら流 に か けて の
,

なだらか な U 形と
一

致 し
,

特殊

な例 で ある の で ( 有) と記 した ( 写真 8 ) ｡ またN o . 4 亜丙爵 の 補修傘 の 下面に は
, 合箔痕をま

ねて鋳 バ リ様の 形状を巧妙 に作り出 して い る が ,
こ の 形状 は直線をなし

,
ロ緑曲面と同

一

性を

持たな い
｡

図 3 傘下 面 の 鋳 バ リ ･ 段差

傘 を下 か ら見上 げる と
,

下 の面 に 鋳 バ

リ や段 差の 合箔跡 が あ る o

⑥傘 下 合箔痕

- 一--
-

-
~

-
-

-
-

_

⑧柱外個l 曲面

④口緑曲面

図5 三 ケ 月形傘 の 備轍図 ( 透視 図)

N o 3
,

N o 1 3 の 三 ケ月 形傘 の一 辺 は
,

ロ 縁

ラ イ ン と一致 する
｡

′

′

口 縁曲面

図 4 口 縁曲面 ･ 柱の 外側曲面 ･ 傘 下 合箔痕 の 同 一曲面 性

左 は 下 か ら見上 げた図 , 右 は真 上 か ら見下 ろ した 透視図
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Ⅲ - 1 型

2

y Za b zzzZZ 5 ‡去
Ⅲ - 3 型 %

図 6 塗の 断面位置 と 断面形

Ⅲ - 2 型

Ⅲ - 4 型

2 - 2 ) 望に つ い て

① ( 望の 断面形)

望の 中程 の 位置の 断面形を目測 し
, 図6 で Ⅲ - 1

,
Ⅲ - 2

, Ⅲ - 3
,

Ⅲ - 4 の 4 型式 に分類

した ｡ 望の 内側 に焼成土 と思 われ る 赤味 を帯びた粘土 が つ ま っ た Ⅲ - 2
,

Ⅲ - 4 は
, あくま で

も
,

そ の 土 の 上 から中の 形を推測し て 断面形を作図 し て い る く写真2 2) ｡ また
, 望側面は図 7

で示すように
, 不揃 い の 鋸歯状 に な っ たもの が

,
Ⅲ - 1 タイ プ ( 写真 9 . 3 0) に多く見ら れ

,

こ れ は鋳造時 の 鋳 バ 1) がそ の まま残 っ たもの で ある ｡ I] - 3
,

Ⅲ - 4 タ イ プは
,

こ れ ら の望に

指を入 れ爵を持ち上 げて も, 指先 に不快感を覚えな い 程度 に整形され て おり , 砥石研磨があ っ

た と想像 で きる ( 写真2 2 . 2 4) 0

② ( 窒下矩形 の 鋳 バ リ ･ 段差等 の 有無)

図 8 で示すよう に 望下矩形⑨面周囲 に鋳 バ リが存在するか く:写真30)
, ⑧面が器身面か ら

一

段上 が っ て い るか ( 段差は ほ と ん ど の 場合 , ⑧面 が
一 段上 が っ て おり,

-

投下 っ たもの はあま

り無 い ( 写真 6 ) ｡ ) を有撫で 記 した ｡ また こ の⑨面は多くの場合が ロ 形の 長方形 ( 矩形) で
,

J

＼

､

≠
〓

㌢

/

図7 Ⅲ- l 型 に はiE 側

面 が鋸歯状 に な っ

た も の が 多 い
｡

図 8 娼部 を右 図の よう な略 図で 示す と
.

,

近

下 に鋳 バ リ に 囲 ま れ た矩 形⑨ が 存在 す

る｡
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図 9 塾側面 の 一 面 性

N o . 5 甲虫爵 の よう に ロ 形の 下 辺 の 短 い 台形 の も

の もある ｡ こ の ⑨面 に は器 身面 の 紋様が連続 し

〉 ← 一
箪-I - ぅ ー

i 1

t
ノヾ

㊦

図1 0 皆の 備轍図

斜線 部は望中程の 断面 形

て 入り込 む こ と は ほ とん どなく , 鋳 バ リ ある い

は段差 に よ っ て 隔て られた
,

明らか に周辺 の 器身面と は異なる
,

独立した面で ある印象を強く

抱かせ る ( 写真 9 ) ｡ N oユ3 の 爵だ けは㊥面の 外か ら内 - つ なが る凸線紋様が あり ,
こ れ に つ い

て は後述す る ｡

③ ( 窒側面 の 一 面性 の 有無)

図 9 で示すよう に
, 塩の 側面と 図 8 の矩形⑨の 縦辺 と が

,
お おむ ね

- 平面上 に ああ る か否か

を記 した ｡ こ れ はち ょ う ど板の 上 の カ マ ボ コ を
,

包丁 で 抜け勾配 に切 っ た形に よ く似 て い る ｡

こ の 時の 包丁 の 切り 口 で ある⑥ ･ ㊦面上 に望側面も⑨面縦辺もあり ,
こ れ を更に 僻轍図 で示す

と 図1 0 に な る ｡ 前項 で㊥面縦辺 段差位置を ( 確定 で きな い) と記 したもの に 関し て も
, ⑥ ･ ㊦

の 一 面性を認め た こ と に つ い て は
,
｢ カ マ ボ コ を包丁 で 抜け勾配 に切 っ た 時の 切り 口 面は 認め

られる が
,

カ マ ボ コ 板に 包丁 の 刃跡 を発 見で きな い
｡｣ と い う理由 に よる ｡

④ ( 窒の 犠首 の 有無)

盤上 部に犠首が 有か否かを記 した が
,

犠首 の多くは 図1 1 で 示すよう に望側面か ら多くの耳部

が 1 - 2 m / m 程度とび出し
,

頬部が逆 に 入り込 ん で い る ( 写真13) ｡ また聖上面 か ら は 鼻
,

眼 , 角が とび出し て い る ( 写真 6 . 1 8 . 20 . 2 2 . 2 4 ) ｡ 頬部 は全て の もの が入り込 ん で い る訳 で は

な い が , 耳部の 凸は明らか に 側面 の 一 面性 を壊 してい る ｡ しか し基本的な
一

面性から は ごく 一

部の 凸で ある の で
,

前項 に お い て は ( 一 面性有) と記した ｡ 頬部凹 は鋳造後 の研磨成形 の 可 能

性もある ｡

2 - 3 ) 器身 の 断面形

囲12 で示すよう に Ⅳ - 1
,

Ⅳ - 2
,

Ⅳ - 3 の

3 型式 に 分類した ｡ Ⅳ - 3 は おお むね円形 で
,

正 円で はな い
o

2 - 4 ) 器底 の 形

図13 で 示すように Ⅴ - 1
,

V - 2
,

V - 3 の

j

e- t
{ '

J

L
.

.

.

.

.

.

≡
.

.
.

.

.

.

.

i

l

′

図1 1 犠首 の 耳 は1iE の 側面 か ら
,

目 ･ 角 ･ 鼻 は

1iE の 上 面 か ら とび 出て い る
o
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Ⅳ - 1 型

m
Ⅴ -

1 型

〕

Ⅳ
-

2 型

図1 2 器身の 断面 形

Ⅴ - 2 型

図1 3 器底 の 形

3 型式 に分類した ｡

2 - 5 ) 器胴部 の 合箔跡

( 流の 下) , ( 尾の 下) の 合花跡は
, 図1 4 に

あるように 流 ･ 尾の 下 の 三 角屡文 の 中心 に ある

鋳 バ リ ( 写真1 4 . 18 . 2 0 .)
,

あ る い は中心線を境

に した段差 ( 鋳型 の ズ レ に よ り生 じた 段差)
,

ある い は円圏文 , 雷文上を分断する鋳 バ リ等の

有無を確かめ
,

こ れ をも っ て 合犯跡と決定した ｡

稜飾 は 上面 を研磨し て い るた め に ,
こ こ に 合箔

跡を発見する こ と は で きなか っ た ｡ 同じく文様

部以外の 器胴部は全て 充分な研磨が施され て し
'

､

る ため
, 同様に 合箔跡 は認め られ な い ｡ 流 ･ 尾

下面の 先端 に は花ズ レ の 段差 に よると思われる
,

か ど

かすか な角が残り
,

こ こ が合花位置 の 可 能性が

高 い が
,

同 じく激し い 研磨 の ため 断定は で きな

い
｡ したが っ て

, 研磨さ れ て い な い 文様部の 鋳

バ リ , 段差を重視 した ｡ N G l 細線誓資文平底爵

は全体 に厚 い 錆に 覆われ て い る た め不明 で あ っ

た ｡ N o
.
7 爵 ( 葬7 5) は文様部も含め

,
激 し い 研

1 0 5

-
_

I

I

-

lT
-

_
/

I

_

Lt

_

Lt

_

-

-

Ⅳ
-

3 型

Ⅴ - 3 型

_

-

-

L

L

:
t

-

ト ｣

鋳/ 〈リ

I,
I

.
I

.

1
f

.
I

三

角
屡

文
の

凸

線

(冨
/

f宣誓.

I

;妄呈
の

) (芸
I

L

L
:宣誓表芸

の

)

図1 4 三 角 唾 文中心 の 鋳 バ リ ( 合箔跡) の 有無

三 角重 文よ り 上部 は研 磨面 の た め . どれ も鋳 バ リ は 残

ら ない が
.

三 角重文の 凸線 と凸線 に は さ ま れ た
. 末 研

磨 の 凹 部に は . 合箔位置 を示 す鋳 バ リ が 痕跡 す る も の

が あ る
｡
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磨の ため合花跡不明 で あ っ た ｡ N o .1 0 誓繁文爵 ( T J 5 5 16 ) は卵形底 の 爵 の 中 で は 唯-
-

,
口 緑 T

に 三 角屡 文を持たな い 爵 で
, 胴部 の 富文 の み で観察した結果 ,

流 ･ 尾 の 真下 に 雷文 の 区切りが

あり,
こ の 区切り線が 合苑跡 で ある可能性は高 い が

,
確定には至らなか っ た ｡

カ ド

2
-

6 ) 器胴と器底 の境目 の 角

図1 5 で 示すように
, 胴か ら底に そ っ て 指で

なで る と
, 脚の 付け根部 に

一

周角が確認され

る ｡ こ れは充分な研磨 の た め丸 い 角 に なり
,

触覚 で なけれ ば確認 できな い
｡ また

, 角を 一

周辿れ ば
, 脚に 近 い 部分 の 方が

, 脚間中央 よ

りも角を強く感じる場合が多い ｡ こ れ は
,

脚

近くよりも脚間中央 の 箇所を
,

よ り多く研磨

した結果と思われ る ｡ 平底形 の 爵は なだ らか

な丸角 で はなく , 直角 に 近 い は っ きりと した

角で 胴と底が 区切られ て い る ｡ こ れ らは㊨と

記し区別 した ｡

汁
図15 器胴 と器 底 の 境 目 に あ る 角 ( カ ド)

触
覚
で

わ

か

る

角

2 - 7 ) 器底面 に つ い て

① ( 合箔跡)

一

覧の 爵の 中で
,

器底を研磨 し て い な い もの は
,

N o . 3
,

N o . 9
,

N o .1 3 の 平底形と
,

N o.8 である ｡

N G 8 は器身断面が楕円形 で 底が卵形底 ( 円底) と い う型式 である が
,

こ の 爵は全体的 に研磨が

弱く , 特に 卵形底 の 部分を全く研磨 し て い な い 珍し い 爵で ある ( 写真2 8) ｡ 他 の 卵形底 の 爵は

非常 に 激 しく研磨し て い るた め
, そこ に 合氾跡 の 有無 を判定す る こ と は で きな か っ た ( 写真

2 5) ｡ したが っ て こ の 4 点の 爵の み に つ い て 合箔鋳 バ リ跡の 有無を明記 で きた ｡ N q l の爵 は厚

い 錆の 上 から で はあるが
,

かすか に鋳 バ リ と認め られた ため ( 有) と記 した ( 写真 2 ) ｡ N o . 3
,

N o . 9
,

N o .1 3 の 平底 に痕跡した鋳 バ リ の 詳細 は図1 6 の 通り で ある ( 写真1 1) ｡

② ( 型持ち ( ス ペ - サ ー ) )

器底面 の 形持ち の 有無を調 べ た が , 錆厚 の もの は ( 不明) と記 した ｡ 研磨 した底面 に 痕 跡が

全く発見 で きな い もの は ( 無) と し ,
′トさ い ピ ン ホ ー ル や 色調 の 違 い に より型持ち の 四 角形が

( N o
.

3 の 器 底 の 鋳 バ リ) ( N o 9 の 器 底の 鋳 バ リ)

図1 6 平底爵 に 痕跡 す る器底 の 鋳 バ リ

型 持ち ?

( N o 1 3 の 器 底 の 鋳 バ リ)
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かすか に認め られ る程度 の もの は ( 確定で きな い) と記 した ｡ N o .1 3 の ス ペ -

サ
ー は図1 6 で 示す

よう に
,

注湯 の勢 い で
,

は じめ に セ ッ トさ れた位置よ りもズ レ て 止ま っ た可 能性が高 い
｡

2 - 8 ) 脚 に つ い て

(∋ ( 断面の 形)

図1 7 に 示すよう に Ⅵ 1 1
,

Ⅵ - 2
,

Ⅵ - 3
,

Ⅵ - 4 の 4 型式 に 分類 した ｡ N Q l 爵は錆厚く不

明で あ っ た ｡ それ ぞれ の 断面は付け根 に近 い 箇所 の 形状 で ある ｡

② ( 脚外側面上 の 合箔跡)

図1 8 に示すよう に
,

外側面 ほ ぼ 中央 に合氾鋳 バ リ が痕跡する か否かを調 べ た ｡ 結果と し て脚

断面 Ⅵ - 1 型 に属する脚に は全て 痕跡が有 っ た ( 写真 7 ) ｡ そ の 他の 型 に属する脚 は
, 外側面

を充分 に 研磨し て い るた め鋳造直後 の痕跡有無は不明 で あ っ た ( 写真1 2) ｡

③ ( 脚内側面 の 三 角形 の 凹溝)

図1 9 で示すように
, 脚の 付け根部 の 鋳引けを防止する 目的と思 われ る 三 角形 の 凹溝を持 つ 爵

Ⅵ- 1 型 Ⅵ- 2 型

丁
_

一

子_
T 一

丁

Ⅵ
-

3 型 Ⅵ
-

4 型

図1 7 脚 の 断面 形 Ⅵ
-

1 ‥ 平底に 多 く
, 脚外側面 は 一

面 で な く 二 面 か ら 成 っ て い る ｡ 脚 内側稜 線の 延長線 は

一点で 交 わ る
｡

Ⅵ
- 2 : 卵 形底に 多 く

. 外側1面 は 一

面 で あ る . iB の下 に あ る脚 の 断面 形 は 二 等辺 三 角形 で

あ る が
, 他の 2 脚 は不 等 辺 三 角形 で あ る

｡ 内側 稜線 の 延長線 は一点 で 変 わ る
｡

Ⅵ
- 3 : 脚 の 内側面が ∨字の 二 面 か ら成 る型式

Ⅵ - 4 ‥
一 見 して Ⅵ- 2 型 と区別 で きない が

, 内側稜線 の 延長線 が
一 点 で交 わ ら ない

｡

脚
外
側
面

鋳
バ

リ

の

頭
を

平

滑
に

研

磨
し
て

い

る

跡

.

∵
∴

∴
｢

･

′
.

∵

く断面 形)

図1 8 脚外側 面 上 の 含箔跡
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がある ( 写真2 5 ) ｡ こ れら は全て 器底形 Ⅴ - 3

の 卵形底 の 爵で あるが
,

卵形底型が全て 三角凹

溝を持 つ 訳で はな い ｡ N o . 4
,

N o . 5
,

N o . 8
,

N o .10
,

N o .1 2 は持たな い 爵 であるが ,
N Q 8 の 他 4 器は 3

脚全 て の 付け根 に 鋳引け ト ラ ブ ル を起 こ し て い

る ｡ N G 4 はそのうち 2 脚に 関し て鋳掛け補修を

施 し
,

更に 目立たな い よう に平滑な面 に研磨仕

上 げが し て ある ｡ また
,

三角凹溝が あ っ て も
,

鋳引けが発生 した爵もある ｡ N o
.
8 は脚断面形が

唯 一 Ⅵ - 3 型式 で
,

他に あまり例 の 無 い 形 で あ

る ( 写真28) ｡ こ の 脚形は三角凹溝と 同効果を

もた ら し
,

付け根部 の鋳引け発生を防止 し て い

る ｡ 器底形 V - 1 型で
, 脚形 Ⅵ - 1 型の 爵は脚

自体 が細く , 鋳引けは発生 して い な い
｡

千
( 断面 形)

図1 9 脚内側 面 の 三 角形 の 凹溝

3 考 察

3 - 1 ) 柱 ･ 傘の 鋳型製作方法

調査結果より
,

柱 に 関し て は 1 通り
,
傘 に 関し て は 2 通りの 方法が基本的 に あ っ たと考えら

れ る ｡ 手順は次に述 べ る通り で 図示すると 図20 の よう に な る ｡

ま ね は じる

( 1) 真土 ( 焼成 した砂) と埴汁 ( 粘土 汁) を混ぜ合わせ た鋳物砂 で 原型⑥を作り乾燥させ る ｡

図2 0 柱 ･ 傘 の 鋳型製作方法
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こ れを更に焼成 して 陶模とした可能性 は高 い ｡

や J

(2) 離型剤を⑥に 施し , 外泊⑪を 2 分割 で作る ( 2 分割 の 根拠 は後述する) ｡ 後 で 柱 に なる 位

置①に
,

印を つ ける ｡

(3) ㊥上面に も離型剤を施 し
,

外苑①を作る ｡

(4) ①の 氾を分割 し仰向け に置く｡ ち ょ う ど柱の 位置①にあた る①を削 っ て 傘 を作る ｡ ( Ⅱ -

1
,

Ⅱ - 3
,

Il - 4 の 傘形は こ の方法が考えられる) . ある い は①の 花を分割 し た後 , ㊨ ,

㊥を 一

緒に 削 っ て 傘を作る ( Ⅲ - 1
,

Ⅲ - 3 の傘形は こ の 方法も考えられ るが
,

こ の 場合傘

側面 にも下面か ら つ ながる鋳 バ リが発生する) ｡ ある い は⑥ . ⑪の 箔を分割し
, ⑥の みを削 っ

て傘を作る ( Ⅲ - 2 の 傘形は こ の 可能性が極め て 高 い) ｡

(5) 外苑分割後 ,
原型⑥の 器身部を肉厚分削り内苑とするが

, 更に①の 印ある い は削 っ た傘の
(まl∫ き

形を目印に し て
, ⑥の 幅置部を削 っ て柱の 部分 の 肉厚を作る ｡

次に もう
一

つ の 傘に 関す る 方法を記す｡ 前記(2)まで は同じ で ある の で( 3)
'

から記す｡

(3)
'

⑪上 面に 離型剤 を施し
,

あらか じめ作 っ て お い た傘の パ ー ツ型 ( 土製 の 傘を作り
,

乾燥

後表面 に常温 で 固体となる動物性脂肪な どを厚塗りし円渦文な どを線描きす る ｡ それ に細か

い 鋳型砂を致ミ リ塗り つ け
,

最終的 に は 1 c m 程度 の 厚み に作り , 熱を加え, 乾燥 し, 更に 脂

肪を液化さ せ
, 土 製の 傘形 を抜き取 っ て 円渦文を写し取 っ た パ ー

ツ型を作る ｡ ) を
,

目印①

の 上 に か ぶ せ る ｡
パ ー ツ型の 上 に埴汁を充分塗り, 乾か な い うち に鋳型砂を着け

,

パ ー

ツ型

と接着させ ながら外苑の ①を作る ｡ ( 分割すれ ば
,

パ
ー

ツ型が接着し埋 め込ま れ た外苑①が

で き上 る ｡) 傘 の 円渦文 の 凹線 の 奥に 合箔跡が発見 で きな い こ とか ら
,

傘を縦 に 分割 し た方

法な どは考え に くく
,

パ ー

ツ型を作り
,

か ぶ せ て①と
一

体化させ た可 能性が高 い
o 円渦文 の

凹線は
,

図21 に 示すように 抜け勾配 に な っ て い な い ( 写真2
'

I .3 0 ) ｡

こ の 次の 工 程は(5) と同 じと なり
, ①, ㊥の 箔を分割し て

, @) 上 の 目印①の 位置から , ⑥の 表

面を削 っ て 柱の 部分 の 肉厚を作る ｡ こ の パ
ー

ツ型使用 は円渦文の Ⅱ - 5 型以外にも ] - 1
,

] -

3
,

Ⅱ - 4 の 無紋傘 の 型式 にも可能性 はあるが
, 複雑な紋様傘鋳造の 必 要から

,
それまで の 削

り方式か ら発展 した パ ー ツ 型方式が 始ま っ た と考える べ きで あろう ｡

今回 の 調査 で は幸 い にも傘下 面は ほ と ん ど末研磨 で あ っ たた め
,

こ こ にあ る鋳 バ リ
, 段差か

ら
,

口 縁曲面
,

柱 の外側曲面
,
傘下 合箔痕 の 同 一 曲面性が明らか に なり,

こ の ような考察 に至 っ

た ｡ こ の 同 一 曲面性 の 発生 は
, 前述 の 工程をた どれ ば必然で あり

,
こ の ような鋳造方法 に よ る

可能性 は極め て 高 い ｡ また
, 股櫨発掘の 陶花報告 に

# 5

爵柱銀 ( 爵の 傘) の外苑や無紋 の 爵柱銀模が単独 で

示し て あり
,

柱部と傘部が つ なが っ た状態 で は出土

し て い な い
｡ こ の こ とか らも

, 前述 した
, 傘部 パ ー

ツ型の 使用や , 無紋 の 陶模 に動物脂肪を厚塗りして

パ
ー

ツ型を製作 した可能性が 高 い と い える ｡

柱 に関する考察は 二 本柱 の もの に 限 っ て い るが ,

一

本柱 の もの も少数存在する ｡ 口縁か ら内側 に 向 っ

て 出た 二本の 柱が中央部 で 合わさ っ て
一

本 に なり
,

逆 Y 字形をなす ｡ そ の 上 部に･
一

つ の 傘を持 つ い わ ゆ
# 6

る単柱爵 で ある ｡ こ の 傘が鳥の 形をしたものもある ｡

き の こ

また菰 が管状 に なり
,

管流の 後口 上 部に 単柱 で 菌形

図2 1 傘 の 円渦文

こ の よ うな 凹緑 紋 を持 つ 傘 の 陶模 か ら外

苑 を 分割す るの で あ れ ば
,
小 寄せ 型 を多

数用 い な けれ ば な ら な い
｡ 直径 は1 0 - 1 5

m / m 程度
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♯8

傘を持 つ 稀な例もある ｡ 管流単柱形は図20 の 応用技法 で 可能 で あるが , 逆 Y 字形 の 柱は
, あら

か じめ鋳造した柱の 青銅品を原型 の 中に 埋め込ん で
t 本体を鋳造する時に 鋳くる んだ方法か

,

ろう

ある い は
一

度 に鋳造する の で あれば
, 轍な どを用 い るか

, 原型⑥を 2 つ に 切断し
, その 切断面

を逆 Y 字形 に 削り再 び埴汁 で貼 りあわせる な ど
,

二 柱爵と は異 っ た方法で なけれ ばならな い ｡

また
,

単柱 で あ っ て も傘部は パ ー ツ型使用 の 可 能性が 高 い
｡

3 - 2 ) 塗の鋳型製作方法

塗を考察する に あた り, 図9 に示 した抜 け勾配を持 っ た側面 の
一 面性を

,
全 て の 爵 が 有する

と い う点 に着目 し
,

図2 2
,

図23
,

図2 4 の 工程 に至 っ た ｡

( 1) 原型⑥を乾燥させ
, 常温 で 固体 となる脂肪分を表面 に塗り離型剤とする ｡

(2) 塩の カ マ ボ コ 形㊨を鋳物砂 で 作り自然乾燥 させ る ｡ こ の 表面にも離型剤を塗る ｡

J
-
-

図2 2 塗 の 鋳型製作法 ( 爵 を上 か ら 見 た 図)

⑥ : 原 型 ⑥ : 堕模 ( カ マ ボ コ 形) ⑪ : 外苑

(
)

.,

:
.

'

1
'

1

.

:
'

'

.
I

.

l

l

1

' :

:

:

)
.

図2 3 窒 模⑥ を削 っ て 肉厚 を作 る
｡ 図2 4 角 を削 っ て輩の 縁 に厚 み を も

た せ る
｡ 次に① 面 に 埴汁 を 塗り

,

外苑⑪ に 巌 め込 み接 着す る
｡ 正

しい 位置に 蔵 め込 め る よ う(D 面

に ハ マ リ を施 け る場 合が あ る
｡
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(3) 外泊㊥を 2 分割 で作る ｡ ( 柱 ･ 傘は略す)

(4) ゆ るやか に 加熱 し
,

脂肪分を液化させ㊥, ㊤を原型⑥か ら分離する ｡ ( 実際 に は全て の 苗

が完成 して か ら分離する ｡ )

(5) 図23 に 示すように
,

カ マ ボ コ 形の 曲面を均
一

の 厚さ に 削り
,

肉厚とする ｡ ( 断面形 Ⅲ - 1
,

Ⅲ - 3 は こ の タイ プ である ｡ N o .13 の主副こ は
, 上 部付け根付近 に 穴がある ｡ 表から は鋳 バ リが

か ぶ っ て 丸 い 穴に 見えるが
,

裏側か らは穴を囲む三角形 の 凹 みが確認 で きる ｡ ④の こ の 部分

を三 角の 形に 削り残 し
,

三 角形 の 穴をあけよう と した意図がうかがえる ｡

(6) 更に
,

図2 4 に 示すように
, 角を直角 に 削りt 塩の 緑に 厚み を持たせ る ｡ ( 断面形 Ⅲ - 4 は

こ の タイ プ で あり ,
Ⅲ - 2 は角を指な ど で 強く撫 で 落と した タ イ プ で ある ｡)

(7) カ マ ボ コ 形の勾配面①に 付着した脂肪分阜更に 高温加熱 し完全 に燃や した後 ,
埴汁 ( 粘土

汁) を接着剤 と し て①面に 充分塗り, ㊤を , ㊥の 凹部に 貼り つ ける ｡

更 に窒下 の 全文は どの 段階 で 施された かを考えると
,
(1) と(2)の 工 程の 間が最も合理的 である ｡

すなわち
, 窒下矩形面 に 脂肪を厚め に 塗り尖 っ た へ ら等で 脂肪 を掻き取り全文を書く ｡ 次 に矩

形上 に 細か い 鋳物砂を塗り更 に カ マ ボ コ 形を作る ｡ した が っ て
,

加熱分離した段階 で
,

カ マ ボ

コ 形の 塩下 矩形面 に 全文反転凸形が で きて い る ｡ N o
.
7 爵 ( 葬71う) の 全文は

,

一

部分が塩下矩形

外に飛 び出て い た り, 全文断面形が Ⅴ 形 ( 普通は∪形) で ある の で
, 後刻 の 疑 い が ある ｡ 前述

の よう な全文製作法をとれば
, 全文が望下 の 矩形か ら外に 出る こ とは な い

｡

今回 の 調査 で 発見した矩形上 の 鋳 バ リヤ窒の 鋳 バ リは
,

まさ に㊤を㊥に 飲め 込ん だ時に生 じ

た わずかな隙 間 へ 溶湯が流れ込ん だもの と言え
, 塩が こう い っ た方法 で鋳造された こ と は間違

い な い と言え る ｡ また㊤を⑪放めた後に
,

内側から㊤の 矩形面 に 紋様を掘る場合もあり,
N G 1 3

の 爵に こう い っ た方法が 見ら れた ｡ ( 塩下矩形 の 内外 に つ なが る凸線紋様 を鋳出す こ と が で き

る ｡ )

塩に ある犠首 の 耳 , 鼻 , 目 , 角などはカ マ ボ コ 面か ら飛び出 し抜け勾配 で はな い ｡ こ れ らを

陶模 で作り , 前述 の よう に⑪型で 包み込ん で こ れ か ら抜き取る こ と は不可能 で ある ｡ 小さく分

解 した小寄せ 型を用 い れ ば
,

バ ラ バ ラ に抜き取 る こ と は可 能だが
, ㊥を⑪に 埴汁で 飲め込ん だ

と同じよう に
,

必ず′ト寄せ型 を貼り合わせ た隙間 に 鋳 バ リ ヤ型ズ レ が発生す る ｡ 犠首 に こ れ ら

の痕跡は発見 で きな い
｡ N G 6 冊 爵の 目 , 耳な どは単純な形状 で

, ⑪型内面 に 掘り込 ん で 反転形

を作 っ た可能性 が高 い
｡ しか し

,
N o

.
4 主巨丙爵など の 耳, 鼻, 角の 形状はや はり

,
脂肪分を厚塗

りし形を作 っ た と考えた方が 自然 で ある ｡

図2 5 1iB 内側 の 様 に 走 っ た鏡 バ リ

鋳 バ リ 鋳 バ リ

( 断面 形)
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塩断面形 Ⅲ - 4 の うちN o . 5 甲虫爵 ,
N o . 6 冊 爵の 塩は

, 図2 5 で 示すよう に横方向 へ 走 っ た鋳 バ

かど

りがある ( 写真2 2) ｡ 角を削り込み過ぎて 偶然青銅がさ し込ん だと理解する こ ともで きる が
,

一

律真横 に走 っ て い る点から
,

工 程の 必然とも考えられ疑問の 残る と こ ろ で ある ｡

3
-

3 ) 器胴部
,
器底部 , 脚部 の 鋳型製作法

まず器胴部が 2 分割 で あ っ た根拠を挙げる ｡ 器 身断面形が Ⅳ - 1
,

Ⅳ - 2 は扇平形状 で
,

紋

様も明らか に流と尾を結 ぶ 線で 左右 2 つ に別れ て い る ( 写真1 0) ｡ もし 4 分割
,

6 分割な どで

あるならば
, 流や尾の 真下 に痕跡する と同様 の 鋳 バ リ跡が ど こ か に 残らなけれ ばならな い ｡ も

ち ろ ん完全 に研磨 した面で あれ ば鋳 バ リ は残らな い が
, 幸 い にも紋様部 の 凹面は鋳肌 の まま で

ある ｡ 淀と尾の 真下 以外 に こ の よう な鋳 バ リを発見 できな い 以上
,

流尾を結 ん だ箇所 で 2 分割

したと 断定せ ざる を得な い
｡

また器身断面形Ⅳ - 3 に属す る 円筒状 の胴部を持 つ 爵は
, 扇平形と異なり, うまく真半分 に

分割 しなければ ならな い ため
,

4 分割 の 可 能性はある ｡ こ れ は流尾を結んだ線と
, 窒 と塩の 反

対側 に ある稜を結 ん だ線で 4 分割する方法 で ある ｡ こ こ に 稜を持 つ 爵の 多くは こ の 真上 に 三角

屡 文を持 つ
｡ しか し

,
こ の 先端部を観察し て も図1 4 の ような鋳 バ リは発見 で きな い ( 写真1 6) ｡

つ の

更 に塩の 犠首 の 角の後部 に は未研磨面が あり ,
こ こ にも

,
鋳 バ リ は残 らな い ( 写真1 3) ｡ N o ･10

誓肇文爵 ( T J 5 5 1 6) は塗向 い に稜を持 つ が ,
三角壁文を持た な い た め

,
こう い っ た爵 か ら は

手掛りは得 られな い
｡ した が っ て

,
三角婁文より得られ た手掛りから は

, 円筒形爵も流尾を結

ぶ 線で の 2 分割 で あ っ たと考え て 間違 い な い
｡ 器胴部, 器底 ,

脚の 花作り の 手順は次の よう に

考えら れる ｡

(1) 原型④に塩部を つ け
,

口緑部を下 に し ( 器底が上 に なるように 逆さ に し て) ,
2 分割 で 外

苑㊥を作る ｡ こ の 時⑥に脚模は つ い て い な い
｡

(2) 乾燥後
,

再度逆さ に し
, 外苑①を作る ｡

掛ナて 平底形 の 爵を例 に
, 器底と脚の 鋳型製作 を述 べ る ｡

(3) 囲2 6 で示すように 外苑①が下 に なる よう に もう 一 度逆さ に する ｡

(4) ⑥の 底面 に脚 の模 ( ム ク の 鋳物 に なる の で 削 っ て 内苑と なる材料を使う必要はな い
｡ 陶模

以外の
,

木な どを削 っ たもの で も良 い
｡ ) を接着 ( 樹脂な どで) す る ｡

こ の 段 階 で 脚模 を つ

けた方が作業性 が高 い
｡

(5) 各脚の 中心線 で 左右 に分割する㊥ , ㊨,
㊤の 3 個の 外苑を作る ｡ ( 離型剤 に は 同様 に脂肪

な ど用 い る ｡)

(6) 原型⑥を包み込 む 6 個の 外苑が完成し , 乾燥後,
ゆ っ くりと加熱 し

,
脂肪を液化させ全て

の 箔を分離する ｡

平底 の N o . 3
,

N o . 9
,

N o .1 3 は
,

そ の 末研磨底部なら び に脚外面中央に 鋳 バ 1) が残 るため
,

こ の

よう な 3 分割 で脚部 の 外苑 を作 っ た こ と は ほ ぼ 間違 い な い が
,

卵形底 ( 円底) の 場合は どう で

あろ うか ｡ 物理 的に 3 分割 の 方法 で あ っ て も
,

分割可 能で あるが
, 残念なが ら卵形底 の 末研磨

は稀で あり手掛りは少 な い ｡ こ の 調査 で は唯 一

N o ･ 8 が卵形底末研磨 で ある ｡ しか し , そ の 器底

に は 平底 に 残る よう な鋳 バ リは全く無 い ( 写真2 8) ｡ こ の こ とか ら推測すれ ば図26 の 平底 とは

異 っ た分割方法 で あ っ た こ とが解る ｡ また
,

N o
.
8 爵の 胴と底 の 境 目 ( 脚の 付け根) に は鋳 バ リ

が残り
,

他の 爵も こ の 部分 に
,
研磨 して 丸くな っ た角 ( か ど) が

一 周ある ｡ した が っ て
,

前出

の 器胴部 の 花㊥と器底部の 花の 境目が こ こ に あ っ た可能性が極め て 高 い ｡ こ れ ら の こ とか らN o ･
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図2 6 平底爵の 脚部外箔

㊨ : 原 型 ( 模) の 底 ⑪Q) : 外道 ⑪⑥㊥ 二 脚部 の外 道

1 13

8 爵の 器底部花梨作方法を考察する ｡ 平底形(4) の 工 程ま で は同じな の で
,
(5)

'

か ら続けて 記 し
,

図2 7 で示す ｡

# 9

( 5)
'

各脚 の外面 の た め の 氾⑥, ㊨ , ①を作る ｡

(6)
'

乾燥後 は
, 分離面 ( 幅置) に脂肪な ど塗り

, 外泊㊦を作 る ｡ ( 実際 に は
, ㊦の 型厚 を均

一
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⑧

※ ハ マ リ は 略す

図2 7 N o 8 爵 ( 轟2 5 7) の 脚部外苑分割方法

㊨ : 原 型 ( 模) の 底 ㊥ : 胴部 の外 箔

⑥⑪⑤ : 脚 の 外側廟 用 の外苑 ⑦ : 脚 の 内側 面 お よび器底用 の外苑

にする ため図2 6 の よう に
,

中央部 に 凹が で きる ｡ )

(7)
'

加熱 し分離する ｡

N .. 8 爵の 底部花作りは こ の よう に考えられ るが
,

他の 卵形底爵は研磨 の た め結論を得る こ と

は で きな い ｡ しか し , 平底と同じ 3 分割方式 で 箔を抜く こ と が
,

卵形底 に可能 で あ っ て も
,

底

部で 箔ズ レ を起 し易 い 3 分割方式から
,
底部 で の 箔ズ レ の 心配無 い 4 分割方式 へ 移行 したと推

測す る こ と は で きる ｡ ( 平底で は使用時に 見え なか っ た底も , 卵形 で は見える よ う に なり ,
下

ま で 研磨 しなけ れば なら なく な っ た時 ､ 花ズ レ が無く研磨作業の し易 い 方法 を求めた結果 で は

なか ろうか ｡)

で は
, 脚内側 に 三角形 の 溝を持 つ 分割は どう で あろうか ｡ こ れ は

, 図26 で 仮定 した
,

脚模が
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模底か ら分離する場合と
, 脚模と模底が

一 体となり分離 しな い 場合と で は異 っ て くる ｡ まず
,

くは

脚模分離 ･

3 分割方式は
,

ほ ぼ 直角 に 田ん だ三角溝と脚の そ り返りで ど の 方向 に も氾は抜けな

い
｡ 脚模分離 ･ 4 分割方式は

,
三角溝がある の で㊦だけをまず上 に抜 い て と い う訳 に は い か な

い
｡ また出土 した脚外苑⑥ , ㊨, ①の 幅置には㊦を単独 で 上 に 抜き取る こ とを妨げる凸三 角形

# 10

の ハ マ リが複数個存在する ｡
こ れ から の事か ら脚模分離 ･ 4 分割方式 にお い て 次 の ような手順

が考えられる ｡

(1) 加熱 し㊦ , ㊨ , ㊨ , ⑤の 外苑 の 中に脚模を包み 込ん だまま
,

こ れらを 一

体と し て
, 模の 底

部と分離 し仰向け に置く｡

(2) ㊨, ㊨, ①の 幅置 に - らな どを軽くさ し込み
,

ひと つ ひ と つ を横方向 - 抜 き取 る ｡ ( ハ マ

リ の 形状か ら こ の 方向 - の み抜く こ と が できる ｡ )

(3) それ ぞれ の 脚模を ななめ上 方向 - 抜き取る ｡ ( 脚は外 - そり返 っ て い るが
, ㊨ , ㊨ , ⑤の

苑が こ の 時無 い の で
,

こ の 面は ひ っ か か らな い
｡ 側面 の 三角溝も脚自体が先細 にな っ て い る

の で 脂肪 な どをやや厚め に塗れば抜き取る こ と が で きる ( 写真2 5) 0)

脚模と模底が
一

体となり分離 しな い 場合は どう で あろうか ｡ 図2 8 に示すよう に 底部 で 氾ズ レ

を起す 6 分割方式をと らな けれ ば なら な い ｡ 次の よう な複雑な手順 に なる ｡

(1) ㊨, 檀) , ①の 箔を作 る ｡

図28 三 角 講 の 脚模 が模底 か ら分離 しな い 場 合 の 分割方法
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( 2) 脚内稜線 で 3 分割 した㊥
'

, ㊥
'

, ㊤
'

を作る ｡

( 3) ㊨ , ㊨ , ①を ひと つ ず つ 横方向 へ 抜き取る ｡

( 4) ㊥
'

, ㊥
'

, ㊤
'

を ひ と つ ず つ 三角溝が ひ っ かか らな い ななめ上方向 - 抜き取 る ｡

い ずれ に して も
,

外泊分割後 , 脚模を模底か ら切り離さなけれ ばならな い 訳 で あるから
,
脚

模分離型 の 方がは るか に 合理的 で ある ｡ また
,

三角溝 の 無 い 模か ら外苑を抜き取り, そ こ に 鋳

物砂を反転 三 角凸形 に もり着けて 三 角溝を鋳出すような方法 で あれば
,

4 分割より 3 分割方式

の 方が
,

もり つ け面が完全 にオ
ー プ ン に なり

,
もり着け作業が し易 い で あろ う ｡

こ の ようなも

り つ け方式 の 可能性が無 い 訳で はな い
｡

こ れ らをまとめ ると
,

平底 の 爵は 3 分割方式 で あ っ た こ と は間違 い な い ｡ 卵形底 の 爵は箔ズ

レ
,

三角溝 の点か ら 4 分割方式 の 可能性が 高 い が今回結論を得る こ とは で きなか っ た ｡

また
, 平底

,
卵形底共 に花作り の 作業性 , ある い は三角溝 の 点か ら

,
脚模分離型 で あ っ た 可

能性は高 い
｡ なお 図1 7 の Ⅳ - 2 で示 した脚の 内側稜線 の 延長線が

一 点 で交わ る理由が解釈 で き

な い ｡ ただ脚の 模を作る時の ひ と つ の 規則 で ある の か ,
こ の 延長線 で 氾を 3 分割した ためなの

か ｡
･ い ずれ に して も

, 考察 した 3 分割法
,

4 分割払 6 分割法ある い は こ れ ら に類似した方法

のうち どれ か で ある こ と は間違 い なく
,

結論 づ ける に は更 に今後 の調査が必要 で ある ｡

3 - 4 ) 型合 せ
,

型焼成
, 鋳込 み 角度

前述 の よう に分割した外泡と
, 肉厚分削 っ た内苑を型合せす る ( ア ツ セ ン ブ ル) 手順 は次の

ような方法が予想さ れ る ｡

(1) 傘の パ ー ツ型が埋 め込ま れた外苑①を仰向け に 置く ｡

(2) 肉厚分 , お よ び柱 の部分を削 っ た 内苑⑥を口縁を下 に し て①に の せ る ｡

( 3) 肉厚分削 っ た カ マ ボ コ 形㊤を飲め込ん だ外苑㊥と
,

もう 一 つ の㊥を①に の せ
, ⑥をはさみ

込む ｡

(4) 平底形 で あれ ば
, ⑥に 型持ちを置き外泊㊥をの せ

,
次に◎, ㊦をの せ る ｡ 卵形底 であれば

,

⑥に 型持ちを置き
, 外苑㊦を の せ

,
次 に④, ㊨, ①を横 か らはめ込ん だ可 能性が高 い

｡

(5) 型の 合せ 目部分 に埴汁を塗り
,

鋳物砂 で 塗り込め 固定す る ｡

こ の よう に
, 爵を伏せ た状態 で組み上 げる手順が最も合理的で ある ｡

真土 と埴汁を混ぜ て 作 る鋳型は
,

溶湯 ( 溶けた金属) が流れ込 む型内面を約70 0 ℃ で 焼成 し

なけれ ばならな い ｡ こ れ は埴汁中の 粘土結晶水と浴場が反応 し
,

鋳肌 に ト ラ ブ ル を起すため
,

そうが た

結晶水を徐去する目的で 行う ｡ 焼成方法は
, 我国甲惣型法 の 肌焼き ( 溶湯が流れ込む面だけを

焼く方法 で
,

分解 した箔を仰向け に バ ラ バ ラ に並 べ
,

上 に 炭火を置き表面だ けを赤く焼く) か
,

こ めが た

ある い は込型法 の 型合せ後に 外か ら丸焼きするか の い ずれか で ある ｡ 肌焼き後 に ア ツ セ ン ブ ル

する 方が
,

ア ソ セ ン ブ ル 後に 丸焼きする よりも熱量は少なくて 済むが
,

肌焼き時 に
,

一 つ 一 つ

の 汚が熱 で多少変形する こ とも考えられ
,

実際 に 爵の 箔が い ずれ の焼成方法 で あ っ た かは
,

出

土 鋳型 の 科学的分析を待 たな けれ ばなら な い
｡

鋳込み角度は
,

どの 位置 に湯口 ( 溶湯を流し込む ロ) を つ けるか に より決定する ｡ 湯 口を決

める場合
,
(1)全て の 箇所 に 自然落下 的に 湯が流 れ込 む ｡ (2)凝 固時に 発生 する ガ ス が溜る箇所

が無 い ｡ の 2 点を考慮する ｡ 更 に湯口
,

湯道 ( 溶湯が流れ る道) は幅置 を掘り削 っ た り
,

鋳型

に 穴をあける 2 方法 で 作るた め
,

鋳型 の構造 に も制約 され る ｡
こ れら を総合的 に検討する と

,

尾から注湯する方法が有力 に なる ｡
こ の 時の鋳込み角度は

, 器身が ほ ぼ横 向き で
,

流 が下を向
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き, 尾 が最も高 い 位置 に ある ｡ 鋳込み 時にまき込 ん だ ゴ ミ は
,

こ の 場合最も低 い 流の 先端 に 溜

り易 い が
, 実際 に こう い っ た爵もある . しか し, 横向き に した場合

,
器底 一 個 の 型持ち で 内苑

が 固定可能か どうか の 疑問は残る ｡ また
,

爵を逆立ち に した角度 で
,

一 本 の 脚か ら鋳込む方法

も考えられ るが
,

こ の 場合
,

他の 2 本の 脚先から真上 に穴を通 し
,

ガ ス が外に抜ける い わゆる

ア ガ リを取 らなければならな い し , 卵形底 の 場合器底 の と こ ろ に もガ ス が溜まるため
, 同様 に

外部ま で ア ガ リ の 穴を施さなけれ ばならな い
｡ 器底か ら鋳込 ん で 3 本脚を ア ガ リ にする場合も

ある が
,

器底を研磨 し て い な い 平底形やN o . 8 の爵 に
,

こ の ような痕跡はなか っ た ｡
い ずれ に し

て も明ら かな証拠 が実存 した訳で はな い の で
,

今後 の鋳造実験や詳細な調査を待 っ て 結論 づ け

なければなら な い ｡

4 課題 と展望

考察は青銅器上 の痕跡調査と
,

わずか な花の 出土報告書資料 に よ るもの で ある ｡ 完全な形を

残 し て 出土 する 箔は少 な い に し て も
, 数多くの 箔片が出土 し て い る以 上

, 青銅器調査を主とす

る こ の研究は
, 推測 の 域を出な い

｡ が しか し
, 中国古代青銅器 の 鋳造技法 に 関し て

,
各項 の 考

察 で 述 べ たような詳細な具体的内容 の報告は こ れまで に なく , 今後
,

更に 箔片調査や科学的分

析を含め
, 分割方法をより具体的 に研究する予定 で あり

,
また鋳造実験 の 必 要も強く感 じ て い

る ｡ 今回 は
,

紋様鋳型 の 製作方法 ( 紋様 を施 した模か ら分割鋳型 で 写 し取る の か
, ある い は全

く異る手法 で ある の か) に 関し て 考察を試み て い な い
｡ 次の 大きな課題 で ある ｡

諸言 で も述 べ たよう に
, 真偽問題を慎重 に 考慮 した が

, 今回報告した爵の 中に もふ さわ しく

な い もの が混 じ っ て い る可古E
J

r生は ある . 直感的 に ア ン バ ラ ン ス に 感じたもの も
,
視点を変えれ

ば
,

生 産地 の 地方色と取る こ ともで き , 問題 の 複雑さ を感じた ｡ 今後研究をすすめ る にあたり
,

あらた め て 真偽問題 の 重要性 を感じ て い る ｡
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付記 :
′ト論 は 平成 5 年度 財 団 法 人 福武学術文化振興財団研究助成 ( 代表 三 船温尚) に よ る 研究成果

で あ る
｡

注釈

※ 1 三 船温尚
･

清水克朗 : 中 国 古代青銅器 の 鋳造技法 そ の
-

, 全文 の 鋳造方法 に 関す る 調 査報告 及 び

考察, 高岡短期大学紀要 V oI . 4
,
1 9 93 , p p .7 3 - 78 な ら び に

,
三 船温尚 ･ 清水克朗 : 中 国 古代青

銅器 の 鋳造技法 そ の 二
,

全文 の 埋 け 込み 型の 製作 に 関す る調査報告及 び考察, 高岡短期大学妃要

V o l . 5
,

1 9 9 4
, p p .9 1 - 12 0

※ 2 王 栄達 : ｢ 修復 の 観点か ら段周青銅器 の 真偽鑑 定問 題 を論ず｣ , 和泉市久保惣 記 念美術館 久保
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惣記念文化財団東洋美術研究所紀要 V o l . 5
,
1 9 9 3

, p p .4 4 - 7 7 著者 は 上 海博物館 に お い て 文物修

復 に 従事 し
, 修復工 作5 0 年を越 え る ｡ 補欠

,
除錆 ,

着色 な どの 技術 に すぐれ た 人物 で あ る
｡

氏 が ｢ 考

古与文物｣ 1 98 7 年第2 期 に 発表 し た論文を
,
黒 川 古文化研究所主任研究員 西村俊範氏が 翻訳 し , 数

多く の 訳注 を 加え た もの に な っ て い る
o 内容 は

, 文様,
銘丸 表面

,
鋳 の 特色 な ど か ら な っ て い るが ,

王 氏 の 原文 が 非常 に短く言 い 切 っ て い る た め 解り づ ら い
｡ また 西村氏 の 訳注 の 中 に

, ｢ 倣古青銅器 の

製作 の 最盛期 は1 9 30 ,
1 94 0 年代 で

, 北京と 蘇州が 2 大中心地 で あ っ た ｡ 酎 十l の 中心 人 物が 周梅 谷 で
,

彼 の 工 房 は
一

芸 に秀 で た 専門工 人を多数集 め て
,

工 程 ご と の 分業生 産を行 な っ て い た ら し い
｡

-

｣ と

あり , 倣古青銅器 の 多さ を暗示 し て い る
｡

西村氏 が さ ら に
,
｢ 従来

,
股周青銅器 の 真偽問題 は

, 学問

的 な資料同定 の 手段 と し て 正 面か ら 論 じ ら れ る こ と は 少 な く,

-

本来ある べ か ざる状況が 派生 し て い

る こ と も否定 で き な い
｡｣ と 述 べ

,
青銅器研究 に と っ て 真偽 問題 が い か に 重大 で あ る か を改 め て 提起

し て い る ｡

ち ゅ う

※ 3 林 巳 奈夫氏 が 言う よ う に ｢柱 は は しら で は な く , 器 の 口 の 上 部 に 立 っ て い る部分 を さす 用 語 で あ
ち ゅ う は しら か さ

り
, 柱 の 上 部 は つ ま み 状 が多 い

｡｣ と い う表現が
一

般的 で あ る が
, 本文 中

,
｢ 柱｣ を ｢ 柱｣ と ｢ 傘｣

lま L ら か さ

( つ まみ 状 の 部分) と い う 2 つ に 分 け て 表現 し て い る ｡
こ れ は鋳型作り が ｢柱｣ と ｢ 傘｣ で 異 る た め

便宜上
,

独自 の 表現 と して 用 い た
｡

※ 4 植物性油
,
動物性脂肪

,
キ ラ粉 ( 雲母 粉) な ど考 え られ る が

,
植物油 と樹脂

,
動物性脂肪 と 木場 な

ど様 々 に混合 して 作業性 の 高 い 離型剤 を作り出 し た可 能性もあ る
｡ 常温 で 固 体 と な る 動物性脂肪 は

,

･ 加熱 に よ り液化 し て は じめ て 離型効果 を現 わ すた め
, 作業途中 で 花 が バ ラ バ ラ に な る こ と も な く

,
那

合 の 良 い 離型剤と 思 わ れ る
｡ 現在

,
石 膏 原 型 を用 い る 込型鋳造 で は

,
セ ッ ケ ン 水 を 塗 り セ ッ ケ ン 膜 を

離 型 剤と し て い る
｡

※ 5 ｢ 股埴発掘報告｣ : 中国社会科学院考古研究所編著
,

文物出版社 ,
1 9 87 ,

P 3 6 に 円渦文 を 持 つ 全く

破損 し て い な い 爵柱紐 ( 本文中の 傘) の 外苑が 図 示 さ れ て い るが
,

こ れ は 未使 用 パ ー

ツ 型 の 可 能性 が

高 い
｡

同 じ く図版10 ( Ⅹ) に は 爵 の 器身, 脚部, 傘部 の 箔 が 写真 で 示 し て あ る が
,

こ こ で も傘部 は 柱

と 分離 し た状態 で ある
｡

※ 6 屡文単柱爵 ( 商前期) ,
195 5 年 ,

河南鄭州楊荘 出 土
,

河南省博物院館蔵, ( ｢ 中 国 文物精華大 全一青

銅巻- ｣ 国家文物局主編 より) 獣面文単柱爵 ( 商後期)
,
1 96 5 年

,
安徴 肥 西館犀 出土

, 安徽省博

物鑑蔵
, ( 同) 単柱爵 ( 商後期) ,

ブ ラ ン デ ー ジ コ レ ク シ ョ ン (｢ 中国 の 美術
,

5 銅器｣ 淡交社 ,

昭和5 7 年 よ り) な どが あ る ｡

※ 7 股鳥柱爵 ( 商中期 - 商後期) ,
( ｢ 束洋美術

,
第 5 巻銅器｣ , 朝 日 新聞社 , 昭和43 年 よ り) が あ る ｡

※ 8 管詫 爵 ( 商前期) ,
1 97 4 年,

湖北黄吸盤龍城出土
,

.
湖北 省博物館蔵 , ( 前出 ｢ 中国 文物精華大全｣ よ

り) が ある ｡

※ 9 仝出 5 ) の 図版1 0 ( Ⅹ) に は
,

こ の ⑥, ⑧, ⑤に あ た る 脚 外苑 が 2 片示 さ れ て い る ｡

※1 0 前出 5 ) の 脚外泊 に は
,

1 片 に つ き 3 個 ,
2 個 の 凸三 角形 ハ マ リ が 示 さ れ て い る ｡
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( 写 真 1 ) N o.
1 : ｢ 細線肇餐文平底爵｣ ( 黒 川

古文化研究所蔵) 錆 が 厚く
,

薄手

の 爵
｡

中 央 の 脚 外側 面 に 鋳 バ リ 跡

の よ う なも の が 縦 に 見 え る
｡

1 19

( 写真3 ) N ()
.
1 : 流 の 幅 が 狭く , 錆厚 で 傘 の

形 が 確認 で きな い
｡

( 写真 2 ) N o. 1 : 器 底 に
,

3 本の 脚 を むす ぶ 鋳 バ リ跡 の よ う な もの が V 字の 形 に 見 え る
｡
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(写真 4 ) N (). 2 : ｢ 襲資文爵 ( 銅1 6 )｣ ( 黒 川

古文化研究所蔵)

( 写 真 6 ) N ()
,
2 : 塩T の 矩形が 困り の 器面 よ

り一段 と び出 し て い る
o

( 写 真 5 ) N o
.
2 : 傘 の 下 面に 合 花跡 ( 鋳 バ 7) ) が あ る

｡
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( 写真 7 ) N (1 3 : ｢ 平底爵｣ ( 泉屋 博古館蔵)

脚 の 外側面 に 縦 の 合花跡が 見 え る
(〕

12 1

( 写 真 9 ) N ('. 3 : -数個 面 は 鋳造直後 の 鋸歯状

の 鋳 バ .) が 残 る ｡ 旗下 矩 形 は 外 か

ら 紋様が 連続 せ ず , 独 立 し た 感 じ

を 与 え る
｡

( 写 真 8 ) N ()
. 3 : 傘の U 字 の - 辺 が . 流 後方 か ら Lj 縁 に か け て の ラ イ ン と 一致 す る

o
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( 写 真1 0) N o
. 3 : 真申 の 稜線 を 境 に 右 と 左 の

紋様 に 分 か れ る
｡

研磨 が ゆ き と ど

か な い 紋様部 の 稜線 上 に は 合花跡

( 鋳 バ リ) が 残る
｡

( 写真1 2) N〔)
,
4 : ｢ 丑 丙爵｣ ( 泉屋 博古館蔵)

脚 の 外 側 面 は 平滑 に 研磨 さ れ 合箔

跡 は 見あ た ら な い
｡

( 写 真1 1) N o
.
3 : 3 本の 脚 を む す ぷ 合箔跡 ( 鋳 バ T) ) が 底 に 残 る ｡ 真 申 の 脚 の 付 け根 に 鋳掛 け跡 が あ る｡

型持 ちが 中 央部 に 見 え る
｡
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( 写 真1 4) N ')
.
4 : 流 の 下 の 三 角 電 文 の 先端部

に は 合箔跡 が あ る
o 補修柱 は T o

( 写真13) N ('

.
4 : 桟首 の 耳

,
角 , 眼 , 鼻 は と

び 出 し て い る
｡ 角 の 後方面 に 合箔

跡 は な い
｡

手 前 の 柱
,

口 縁部 は

( 樹脂 な ど に よ り) 補修 し て あ る
｡

( 写 真15) N ('
.

.

L-
) : ｢ 甲虫爵｣ ( 泉屋 博古館蔵)
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( 写 真1 6) N o.5 : 中 央 の 稜飾り の 上 に あ る 三

角 屡 文先端 に 合花 の 跡 は 無 い
｡

( 写 真18)

N u 6 : 淀 の 下

の 三 角 壕~丈先

端 に 合箔跡 が

あ る
｡ 犠首の

鼻 は と び 出 し

て い る
｡

( 写真1 7) N o
. 6 : ｢ 冊 爵｣ ( 泉屋 博古館蔵)
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( 写真19) N o
.
6 : 中央稜飾 り の 上 の 三 角 質 文

(r= 合箔跡 は な い
｡

1 25

( 写 真20) N (). (; : 尾 の~F の 三 角啓 文先端 に 合

苗跡が ある
｡

( 写真2 1) N o
.
6 : 傘 に は 円 渦文 が あ る

｡
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( 写 真2 2) N o. 6 : 堕 に は 赤 く 焼 か れ た 土 が つ

ま っ て い る
｡
堕 の 厚 み 部 に 横走 り

の 鋳 バ リ が あ る ｡

( 写 真2 4)

N o . 7 : 婆 の 内

側 が 研磨 さ れ

平滑 に な っ て

い る
｡

( 写真2 3) N o . 7 : ｢ 爵. ( 葬75)｣ ( 泉屋 博古館蔵)
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( 写真2 5) N o . 7 : 三 角形 の 凹 溝を脚 に 持 つ に

もか か わ ら ず ,
脚 付根 に 激 し い 鋳

引 け が起き て い る
｡

( 写真26) N o
. 8 二 ｢ 爵 ( 葬2 57)｣ ( 泉屋 博古館

蔵) 平底 型 か ら 卵 形 底 型 - 移行す

る 過 渡 的 な爵 と言 わ れ て い る
｡

( 写 真27) N o . 8 : 器 身中 央部 に 合氾跡 は な い
｡
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(写真2 8) N o
.
8 : 側 面が V 字 にく ぽ ん だ脚 を持 つ

｡ 器底 を 全く研磨 し て い な い
｡ 研磨 し た 胴部と の 境 に 鋳

バ リ が 残 る
｡

( 写 真29) N () . 8 : 傘 下 面 に
,

流 後方 か ら 口 緑

に か け て の ラ イ ン と--･3女す る 鋳 バ

1) が あ る
｡

涜 の T か ら 紋様部 に つ

な が る 合花跡 が あ る
｡

( 写 真3 0) N o
.
8 : 望側 面 の 鋸 歯状 と 婆~Fう巨形

の 鋳 バ リ が 見 え る
｡ 尾 の 下 か ら 紋

様部 に つ な が る 合箔 跡 が あ る ｡ 傘

の 円 渦文 の 直角 に 噴 い 込 ん だ 禄 が

見 え る
｡
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( 写真31 ) N o. 9 : ｢ 富文平底爵｣ ( 東京 国 立 博

物館蔵) 流 の 真~F に 合苑跡 が 縦 に

見 え る
｡ 脚 外 側 面 中 央 に 合花跡 が

縦 に 見え る
｡

( 写 真32)

N o
.
9 : 写 真 で

見 え る 範囲に

胴部 の 苑 を縦

に 分 割 し た 痕

跡 は な い
｡

1 29

( 写真3 3) N o .1 0 : ｢ 輩餐文爵 ( T J 5 5 16 )｣ ( 東

京 国 立 博物館蔵) 三 角 零 文 を 持 た

な い 爵
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(写真3 4) N o
.
ll : ｢ 輩賓文爵 ( T J 55 5 2)｣ ( 東京 国 立

博物館蔵) 流 の 下
,

脚外 側 面 に 合花跡 が

ある ｡ 望下 矩形 は独 立 し た 印象 を 与え る .

( 写真3 5) N o .l l : 尾 の 真 下 の 文様部 に 合苑跡

が は っ きり と 見え る ｡

( 写真36) N o .l l : 底 に 型持 ち が 見える ｡ 脚内側 面 は研磨 し て い な い
｡ 底も充分 に 研磨 し て い な い が

,
合花

跡 は な い
｡

( 写真 1 - 6
,

8 - 1 1
1

1 4 - 3 0 は清水克朗 撮影)
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A n c i e n t C hi n e s e B r o n z e C a s ti n g

- P a r t Ⅲ: A St u d y of C h li e h -

H a r u h i s a M I F U N E a n d K a t s u r o u S H I M I Z U

( R e c ei v e d N o v e m b e r 1
,
1 99 5)

1 31

A B S T R A C T

｢

r h i s p a p e r i n v e s ti g a t e s t h e 5 0 a n c i e n t C hi n e s e ( S h a n g d
.y n a s t y) B r o n z e s i n t h e K y o t o-

U n i v e r sit y M u s e u m i n K y o t o
,

a n d t h e K u r o k a w a l n s tiL u t e of A n ci e n t C u lt u r e s i n

N i s h i n o m i y a
,
t h e S e n - o k u H a k k o k a n i n K y o t o

,
K u b o-S o M e m o ri a l A r t M u s e u rn i n l z u m i

,

t h e T o k y o N a ti o n a l M u s e u m i n T o k y o
,
t h e T o k y o - U n i v e r s it y M u s e u m i n T o k y o .

T h i s p a p e r r e p o r t s i n d e t a il t h e f o u n d i n
g t e c h n iq u e s o f t h e 1 3 C h tl e h s .

K E Y W O R D S

F o u n d i n
g T e c h n i q u e

,
C h ti e h

,
V e r ti c a l M o ld M a r k

,
M et h o d o f M o ld D i vi si o n .


